
           
 

   

 

  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標（合言葉） 

一、しっかり学ぶ  錦の子 

一、よりよく生かす 錦の子 

一、なかよく生きる 錦の子 

一、元気でがんばる 錦の子 

 

 

 

第１２号 令和６年３月２１日 発行者 校長 大森信二 

◇最新の情報は，本校のホームページでご確認ください◇ 

６年生のみなさん，卒業おめでとうございます。大変すばらしい卒業式でした。アメリカでは，高校や大学の

卒業式を Commencement（コメンスメント）と呼びます。これは，「開始」「始まり」を意味し，卒業式が学業の終

わりではなく，新たな人生へのスタートということだと思います。みなさんのスタートを祝して，「すべての行

いには意味があり，無駄なことなど一つもない」の言葉を贈りたいと思います。 

３月１３日（水），同窓会入会式の前に，６年生の

表彰を行いました。また，３月２２日（金）は，修

了式の前に，１年から５年生までの表彰を行います。

受賞した児童は，上記のとおりです。 

６年１組 ～担任の 鈴木 裕子 先生 から一言～ 

みなさんと過ごした２年間，たくさんの思い

出ができました。元気なみなさんからパワーを

もらって，毎日楽しく過ごせました。これから

もみなさんの成長をお祈りしています。 

かわいい６年生ありがとう‼ 

６年２組 ～担任の 田中 章仁 教諭から一言～ 

とても素直で，何事にも一生懸命なみなさ

んと過ごした２年間はとても楽しかったで

す。小学生活の思い出を胸に，これからもい

ろいろなことにチャレンジしてください。 

ありがとうございました。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（同窓会入会式でのあいさつの一部を紹介します。）日：令和６年３月１３日（水）於：錦小体育館 

本日は，本校同窓会長 亀和田 公一 様をお迎えし，同窓会入会式を挙行できますことを大変うれしく思

います。同窓会とは，同じ学校の出身者が集まって作られる組織です。錦小学校は，昭和２７年，今から７

２年前に，東小学校から分離し，今の錦中央公園の場所に開校しました。その時代からを含めると，本校の

卒業生は，皆さんを含め，６，５０９名にもなります。同窓生の皆さんは，この錦地域はもとより，県内外

でたくさんの方々が，それぞれの分野で活躍をしています。そんな先輩方のお陰で，私たちは安心して学校

生活を送ることができています。また，本校を卒業してから多くの時が流れ，年を重ねたとしても，錦小学

校の同窓生というだけで，懐かしく，またうれしくて話が弾むものです。さらに，同窓生は親しみやすいだ   

けでなく，何かと頼れる存在であることが少なくありません。どうか今年の卒業生の皆さ

んも，今日から錦小学校の同窓生の一員として，多くの先輩方や，後に続く後輩たち，そ

して何よりも，ここにいる同期の仲間との絆を深めてください。そして，錦小学校の伝統  

に恥じない言動を心がけ，それぞれの分野で活躍してください。皆さんの今後の成長を

楽しみにしております。 

 

 

みなさんはこれまで，「努力すれば必ず結果がでる。」などと一度は言われたことがある 

と思います。しかし，努力したからといって必ず結果がでるとは限りません。でも，結果 

がでないから努力しても無駄だとも思いません。試合に負けたから，練習していたことが 

無駄なるのか。必死で解いた問題が間違っていれば，一生懸命考えた時間は無駄になるの 

か。試験で失敗したからといって，挑戦したことが無駄になるのか。そんなことはないと 

思います。努力をしてきたことで学んだことがたくさんあるはずです。むしろ，挫折や失敗した経験を重

ねた人の方が大切なことを多く学んでいるはずです。結果がでないことはあっても，努力することが無駄

になることは一切ないのです。すべての行いには意味があり，無駄なことなど一つもないのです。 

『考える人』で有名な彫刻家ロダンは，「経験を賢く生かすならば，何事も時間の無駄にはならない。」

と言い，ホンダの創業者である本田宗一郎氏は，「私の現在が成功というなら，それは過去の私の失敗が全

部土台作りをしていたのである。仕事は失敗の連続である。９９％は失敗の連続であった。そしてその実

を結んだ１％が現在の私である。」と言っています。 

みなさんはこれからの人生でさまざまな経験をし，成功や失敗を積み重ね 

ていくと思いますが，失敗から学べることはたくさんあります。失敗を経験 

するからこそ，次も失敗しないようにするにはどうしたらいいのかをよく考 

え，次につなげることができるのです。無駄なことなど一つもありません。  

何事にも真剣に，丁寧にじっくり取り組んでいってほしいと思います。 

 

成功も失敗も経験することで，きっと大きく成長できるでしょう。成功して満足せず，また，失敗して落ち込まず，それぞ


